
　平成30年度の一般会計と特別会計、

企業会計の予算が決まりました。一般会

計の当初予算は総額で207億円で、前年

度と比べて11億円（5.6％ )増となりまし

た。

　予算編成にあたっては、第２次平川市

長期総合プランの将来像「あふれる笑顔

　くらし輝く　平川市」の実現のため、

３つの基本目標を重点事項とし、国の政

策・制度の改変および当市の社会・経済

環境に適切に対応しつつ、限りある財源

を効果的かつ効率的に活用できるように

予算配分しました。

　４・５ページでは一般会計当初予算の

内訳を、６ページでは今年度実施される

事業概要について紹介します。

　地方交付税72億円や国県支出金40億7,674万円
など、依存財源が166億8,614 万円と全体の約８割
を占めており、財源の多くを国や県に頼らなけれ
ばならない状況になっています。
　残る約２割の自主財源については、市税が22億
7,851万円と大半を占め、繰入金(貯金の取り崩し
など)が９億7,527万円となっています。

歳　入特
集

一般会計
当初予算

繰入金 4.7％
（９億 7,527 万円）

分担金、負担金
使用料など 3.6％
（７億 6,008 万円）

地方譲与税
など  3.7％
（７億 8,010 万円）

地方交付税 34.8％
（72 億円）

国庫支出金 13.8％
（28 億 4,154 万円）

県支出金
6.0％
（12 億 3,520 万円）

市債 22.4％
（46 億 2,930 万円）

市税 11.0％
（22 億 7,851 万円）　

207
億円(前年比5.6％増)

平成 30年度

自主財源
19.3％

依存財源
80.7％

総額　207億円

区　分 金　額

使われる
お 金

納 め る
お 金

656,684円
(前年度614,266円)

72,283円
(前年度71,507円)

※市の人口31,522人(平成30年３月
　末現在)で計算しました。

企業会計
会計名 予算額

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
診療所特別会計
学校給食センター特別会計
尾上地区住宅団地温泉事業特別会計
簡易水道特別会計

区　　分 予算額

水道事業

下水道事業

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

5億6,923万円
4億7,738万円

995万円
9,435万円

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

11億6,380万円
10億2,538万円
2億3,261万円
7億   991万円

　少子高齢化対策などに支出される民生費が59億
3,340万円と全体の約３割を占めており、学校教育な
どに使われる教育費が48億9,857万円、庁舎の整備
などに使われる総務費が25億4,139万円、市の借金
返済のために使われる公債費が23億108万円などと
なっています。

歳　出

総務費 12.3％
（25 億 4,139 万円）

民生費 28.7％
（59 億 3,340 万円）

衛生費 4.3％
（８億 9,978 万円）

農林水産業費
5.0％
（10 億 2,473 万円）

土木費
7.4％
（15 億 3,022 万円）

消防費 3.9％
（８億 146 万円）

教育費 23.7％
（48 億 9,857 万円）

公債費 11.1％
（23 億 108 万円）

議会費、商工費ほか
3.6％
（７億 6,937 万円）

予算用語の説明

市民１人当たり

自主財源と依存財源

地方交付税

市債

地方譲与税

　市が自主的に徴収できる
お金を「自主財源」、国や県か
ら交付されたり、金融機関な
どから借り入れるお金を「依
存財源」という。

　税収入が少ない市でも市民
に一定水準のサービスを行え
るように、国から交付される
お金。

　道路や学校を整備するな
ど、多額の経費がかかる事業
を行うときに金融機関などか
ら借入れるお金。

　国が徴収した自動車重量税
などから、一定基準により市
に交付されるお金。

36億1,418万円
38億   636万円
2億9,100万円
2億9,464万円
6億5,609万円
1,094万円
969万円

特別会計

総額　207億円
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市民体育館整備事業
　陸上競技場隣へ体育館を新築し、運動施設の充実を
図るとともに、防災拠点施設として併用します。平成
31年度完成予定で、総額は31億8,508万円を見込ん
でいます。

今年度実施される
事業の概要

こども医療費給付事業

子育て世代包括支援センター

　中学生の通院を無料とし、義務教育までの医療費の
完全無料化を実施します。

　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援がで
きるよう、保健師および助産師、ソーシャルワーカー
などを配置したワンストップ拠点を整備します。

通級指導教室および未就学児指導教室
　特別な配慮が必要な児童・生徒および未就学児に対
し、適応指導および教育相談などの教室を新設します。

りんごのふるさと応援事業
　ふるさと納税返礼品として人気の高いりんごの生産
者に対する応援のため、産地維持に向けた取り組みを
行います。

加工技術高度化支援事業
　「食ラボひらかわ」を６次産業化拠点施設として活用
し、食品衛生に関する基礎知識や加工技術の研修会を
開催します。また、加工技術相談員による相談日の増
加を図ります。

平川あどの祭り実施事業
　お盆にねぷた運行や歩行者天国を行い、帰省客を迎
えるためのイベントを実施します。

減塩普及事業
　減塩測定器の配布と減塩の講座を行い、減塩の必要
性の周知と意識向上を図ります。

地域活動支援センター (Ⅰ型)事業
　障がいのある方などに対し、地域の実情に応じた創
作的活動や生産活動の機会の提供により、社会復帰、
社会参加を促進します。

ピロリ菌検査事業
　胃がん発症の原因とされるピロリ菌の無料検査を実
施して、市民の健康増進を図ります。

平賀東小学校改築事業
　校舎と屋内体育館の改築工事を行っています。平成
31年度完成予定で、総額は20億1,005万円を見込ん
でいます。

猿賀小学校改築事業
　校舎の改築工事を行っています。平成32年度完成予
定で、総額は16億9,435万円を見込んでいます。

9,091万円

457万円

960万円

1,670万円

308万円

242万円
174万円

1,067万円

116万円

15億1,369万円

11億5,540万円

９億1,564万円

問合せ：企画財政課　財政係　☎44-1111（内線 1432・1433）

平川市の
財政状況について 

　市では、社会情勢の変化に対応しながら各施策を推進して

いく必要があることから、持続可能な行財政運営の実現のた

め、財政運営計画を策定しています。

　今回、その内容についておしらせします。

市債残高

基金残高

実質公債費比率

将来負担比率

　市債とは市の借金のことです。平成17年

度末に約236億円ありましたが、平成28年

度末に約109億円まで減少しました。今後

は、平賀東小学校および猿賀小学校の改

築、本庁舎改築や新体育館建設などの大型

事業が続くため、平成32年度までは増加す

る計画となっています。一時的に200億円

を超す見通しですが、この償還(返済)に充てるためのお金が国から地方交付税という形で一定割合が交付されるため、市

の実質的な負担は３割程度となります。

　当市の標準的な収入額に対するローン
返済の負担の大きさを表します。平成19
年度は20.7%でしたが、平成28年度では
13.8%に下がっています。今後も下がって
いく計画となっています。

　将来負担すべき実質的な負債の大きさ
を表します。平成19年度に170.7%ありま
したが、平成25年度以降は「－」(比率な
し)、つまり、将来の負担はなしとなって
います。これは、将来の負担が収入など
を下回ったためです。

　基金とは市の貯金のことです。平成17
年度末に約29億円でしたが、平成28年度
末に約91億円まで増加しました。今後は、
大型事業など様々な要因により減少する見
込みとなっていますが、平成35年度末に
おいても約76億円を保持することができ
る見通しとなっています。
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　現在計画されている事業が全て行われたとしても、市の財政は健全な状態を維持することができる
と見込まれています。市では、今後も、収入の確保に努めるとともに、行政改革を進め、経費削減に
取り組んでいきます。

早期健全化基準（350％でイエローカードとなる）

早期健全化基準（25％でイエローカードとなる）
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